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　千葉大学と台北教育大学は，相互尊重と友好的協力の基礎に立つ教育・研究の協力関係を確立することによって，
双方が国際的な視野に立った教員及び専門職の養成を推進し，学術的・文化的レベルの向上を促進することを目的と
した「学生交流及び学術教育交流事業」を推進している。また台湾では，グローバル化に対応した次世代の人材育成
の根幹の一つとして言語教育が進められている。本稿では，台北教育大学との学術教育交流プログラムを紹介すると
ともに，台北市内の小学校で実施した海外教育実習の成果を報告する。海外での教育実習を通して，教育実践力向上
のための質的保証を踏まえたインターンシップの可能性を議論するとともに，海外での教育実習を教員養成プログラ
ムに位置づけることによって，学生にとって必要とされる異文化能力や英語でのコミュニケーション能力を育む教職
課程のカリキュラム・デザインを検討したい。
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1.はじめに
　グローバル化の進展の中で，持続可能な発展に向けて
国際協力が求められることや，人材育成面での国際競争
を踏まえた「言語能力の向上」が中央教育審議会 （2006） 
の答申に盛り込まれている。このような背景には，東ア
ジアを中心とした言語教育の推進が挙げられる。中国，
韓国，台湾をはじめとした東アジア諸国では，グローバ
ル化に対応した次世代の人材育成の根幹の一つとして言
語教育が進められている。千葉大学では，上記のことを
踏まえ，日本のグローバル社会に対応した次世代の人材
を育成するため，台北教育大学と協定を締結し，学生交
流・学術教育交流事業を推進している。具体的には，1
台北教育大学主催のLanguage Camp（中国語学習プロ
グラム）に参加し，学生の言語能力を向上させるととも
に学生間の交流を推進する。2台北教育大学の授業に特
別聴講学生として参加し，授業の課題や討論を通してコ
ミュニケーション能力を育成する。3クローバル化に対
応した台湾の教育課程を視察する。台中市の例として，
小学校３・４年生では，英語に加えて１時間の言語学習，
小学校５・６年生では，２時間の言語学習（例えば台湾
語，郷土語）が教育課程に組み込まれている。これらの
教育編成を視察することによって，参加する教育学部の
学生や教育学研究科の大学院生に，今後の日本のグロー
バル人材育成のための言語教育を考えるきっかけを提供
する。4台北市内の小学校・中学校で，日本語及び日本
文化を子どもたちに教えるカリキュラムを設計し，授業
を実践する。
　本稿では，千葉大学と台北教育大学との学術教育交流
プログラムを紹介するとともに，2017年度に台北市内の
小中学校で実施した海外教育実習の成果を報告する。
2.学生交流及び学術教育交流事業
　本プログラムに携わる教員は，これまで何度も台湾を
訪問し，多くの研究者や教育者との共同態勢を作ってき
た。学生交流及び学術教育交流事業は，2011年11月に千
葉大学教育学部本田勝久氏が台北教育大学の研究発展処
学術発展与合作組長（Director, Division of Academic 
Development and Cooperation）の戴雅茗氏と協定の話
を行ったことがきっかけであった。2013年３月に台北教
育大学を表敬訪問し，協定書原案（研究発展処学術発展
与合作組の陳怡君助理教授作成）をもとに協定締結のた
めの打ち合わせと協議を行った。本事業の主な特徴は，
以下の３点になる。
1 　語学学習プログラム（Language Camp）への参加
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　 　台北教育大学が主催するLanguage Camp（中国語
学習プログラム）に参加し，学生の言語能力を向上さ
せるとともに台北教育大学の学生との交流を推進する。
異文化理解能力を高め，語学学習を通してコミュニ
ケーション能力を育むことによって，グローバル化に
対応する学生を育むプログラムとして本学の教育課程
の一翼を担う。
2　国立台北教育大学との連携
 　 　学生の学術的・文化的教育交流を図るため，台北教
育大学の授業に参加する。アジアの教育に対する理解
を深め，日本の教育を考察検討する。授業での交流を
きっかけとして，その後の学生間の交流や学生と教員
間の交流を促す。
3　台北市内の小学校・中学校訪問及び授業実践
　 　台北市及び新北市内の学校を訪問し，授業を参観す
る。小学校では郷土語（台湾語，客家(はっか)語等）
を参観し，多言語教育への興味・関心を促す。郷土語
という言葉や授業は興味深いものであり，貴重な経験
となる。学生は台北市内に滞在し，現地の学校を訪問
するとともに，日本語または日本文化を紹介する授業
を実践する。主な訪問及び授業実践校は，台北教育大
学附設実験国民小学校・新北市立鷺江国民小学・台北
市立龍門国民中学校・台北市中山区濱江国民小学校・
台北市仁愛国民小学校・台北市立金華国民小学校・台
北市立東門国民小学校等である。
 　プログラム内容を達成するために，参加学生及び院生
は小グループを組んで準備及び授業等を実践する。プロ
グラムが少人数制であることと，プログラムの企画運営
を学生自身が担っていることから，プログラムの全参加
人数及び奨学金支給希望人数等を計画している。なお，
プログラムの実施には大学教員があたり，プログラムの
指導，渡航中の引率等は大学教員が責任をもって行って
いる。　
本プログラムの目的は，以下の３点となる。
1 　海外での実習経験を通して，参加学生の異文化理解
能力を高める。
2 　プログラム遂行のために英語または中国語を使用す
ることで，他言語でのコミュニケーション能力を高める。
3 　学生同士が協力しあうことで，チームワークを身に
つける。
　プログラムの準備として参加学生は英語を用いた海外
教育機関とのメールのやりとりや，英語を媒介言語とし
た授業づくりをする。また，訪問国についての事前の調
査や討論を通して，訪問先での初等及び中等教育につい
ての見識を深め，使用されている教科書・副読本等の資
料を収集する。ICT等を活用しての教材を作成し，訪問
国に送付する指導案を検討する。訪問先の現地学校で日
本語または日本文化の紹介授業を行うことは，日本文化
の発信にも寄与している。めずらしい日本文化に対し子
どもたちが示す興味・関心は非常に強く，子どもたちか
らだけではなく，訪問する学校の先生方からも継続的に
プログラムを実施して欲しいとの要望がある。訪問する
台北市内の学校のいくつかは，日本の学校と姉妹校協定
を結んでいる。
3.台北市内の小学校・中学校訪問及び授業実践
　本事業では，台北市内の小学校・中学校を訪問し，外
国語（英語）等の授業を参観する。小学校では英語以外
の授業（台湾語，客家(はっか)語，郷土語）において
も授業参観を実施し，多言語教育への興味・関心を促す。
主に日本語だけを公用語とする日本人にとって，郷土語
という言葉や授業は興味深いものとなるはずであり，貴
重な経験となる。また，訪問する小学校・中学校では，
日本語及び日本文化を紹介する授業を実践する。訪問先
の学校で文化の紹介授業を行うことは，日本文化の発信
に寄与するとともに，英語（または中国語）での授業を
通して学生のコミュニケーション能力を育み，加えて協
同作業によりチームワーク力を身につけることが期待で
きる。特に本プログラムでは，日本と海外の学校間交流
を促進するためのカリキュラムを設計し，日本と海外の
学校との今後の交流プログラムを模索する。
　本稿では，2017年度（2018年３月）に台北市で実施し
た学生交流及び学術教育交流事業での台北市内の小学
校・中学校訪問及び授業実践を紹介するとともに，交流
事業に参加した学生による活動の振り返りを通して，学
生の成長や学びについて議論する。
期間: 2018年３月９日㈮～３月16日㈮
参 加者: 教員１名，大学院生（連合大学院・教育学研究
科）３名，学部学生５名
訪 問及び授業実践校：台北教育大学，台北教育大学附設
実験国民小学校，新北市立鷺江国民小学，台北市立龍
門国民中学校，淡水市聖心小学校，康橋国際学校，台
北市中山区濱江国民小学校
3.1.台北市内の小学校・中学校訪問日程
　2018年３月９日㈮に日本を出国，16日㈮に帰国という
日程で，下記の表１のような日程（平日）で台北市内の
小・中学校の見学及び授業実践を行った。
3/12㈪午前 新北市立鷺江国民小学校（見学）
3/12㈪午後 新北市立鷺江国民小学校（授業実践）
3/13㈫午前
台北市立龍門国民中学校（見学）
台北教育大学（学生交流）
3/14㈫午後
台北教育大学附属小学校（見学）
淡水市聖心小学校（見学）
3/15㈬午前 康橋国際学校（見学）
3/15㈬午後 台北教育大学（キャンパスツアー）
3/16㈭午前 台北市中山区濱江国民小学校（見学）
3/16㈭午後 台北市中山区濱江国民小学校（授業実践）
表1.　台北市の小・中学校訪問日程
図1.台北市立龍門国民中学校前での集合写真
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期間: 2018 年 3 月 9 日（金）～3 月 16 日（金） 
参加者: 教員 1 名，大学院生（連合大学院・教育学研究科）3 名，学部学生 5 名 
訪問及び授業実践校：台北教育大学，台北教育大学附設実験國民小学校，新北市立鷺江
國民小学，台北市立龍門國民中学校，淡水市聖心小学校，康橋国際学校，台北市中山區
濱江國民小学校 
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表 1. 台北市の小・中学校訪問日程 
3/12(月)午前 新北市立鷺江國民小学（見学）  
3/12(月)午後 新北市立鷺江國民小学（授業実践） 
3/13(火)午前 
台北市立龍門國民中學（見学）  
台北教育大学（学生交流） 
3/14(火)午後 
台北教育大学附属小学校（見学）  
淡水市聖心小学校（見学） 
3/15(水)午前 康橋国際学校（見学）  
3/15(水)午後 台北教育大学（キャンパスツアー） 
3/16(木)午前 台北市中山區濱江國民小學（見学） 
3/16(木)午後 台北市中山區濱江國民小學（授業実践） 
12 日午後，及び 16 日午後の実際の授業実践に関しては，次に詳細を述べる。さらに付
録に指導案を付す。  
3.2. 台北市内の小中学校における授業実践 
 第 1 回目の授業実践として，3 月 12 日（月）午後に，新北市立鷺江國民小学において，
小学校 2 年生及び小学校 5 年生において授業実践を行った。 
 新北市立鷺江國民小学校 2 年生における授業（学部生 3 名）では，「日本の文化に触
れたり，自国の文化を紹介したりする活動を通して，異文化交流に努めることができる。」
という目標のもと，日本の東京・大阪・名古屋の文化の説明を行い，グループアクティ
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12日午後，及び16日午後の実際の授業実践に関しては，
次に詳細を述べる。さらに付録に指導案を付す。
3.2.台北市内の小学校における授業実践
　これまでの海外教育実習では，日本語や日本文化を紹
介する授業実践を行ってきた。しかし，台湾の小学生に
は一般的な日本文化は身近であると考えられたため，よ
り具体的な日本各地の特色とその違いをトピックとして
設定し，２つのグループに分かれて授業実践を行った。
　第１回目の授業実践として，３月12日㈪午後に，新北
市立鷺江国民小学校において，２年生及び５年生を対象
に授業実践を行った。
　新北市立鷺江国民小学校２年生における授業（学部生
３名）では，「日本の文化に触れたり，自国の文化を紹
介したりする活動を通して，異文化交流に努めることが
できる。」という目標のもと，日本の東京・大阪・名古
屋の食文化の説明を行い，グループアクティビティを取
り入れた授業実践を行った（付録１）。いくつかの食べ
物は台湾の小学生にとっても身近なものであり，食べた
ことのある児童もいた。名古屋の食べ物「ひつまぶし」
は，初めて聞くもので，難しそうに発音をしながらも興
味をもって説明を聞いていた。その後日本語で「いくら
ですか？」「○○円です。」というやり取りをしながら，
紹介された食べ物を買ったり売ったりするアクティビティ
を行った。
図2.　授業実践の様子（2年生）
5 
 
ビティを中心とした授業実践を行った（付録 1）。  
 
図 2. 授業実践の様子（2 年生）  
 また，同小学校 5 年生における授業（大学院生 1 名，学部生 2 名）では，「①本時前
よりも日本について深く考え，知ろうとする。②学んだことを実生活に活かそうとする
姿勢を育む」という目標の下，「日本の新たな一面を知ろう！―「沖縄」と「北海道」に
注目して―」というテーマで授業実践を行った。日本に関するクイズ形式の導入後，日
本の北海道と沖縄の説明，アクティビティとしてカルタゲームを行った（付録 2）。  
 
図 3. 授業実践の様子（5 年生）  
 第 2 回目の授業実践として，3 月 15 日（木）午後に台北市中山區濱江國民小學におい
て小学校 5，6 年生において，上記と同様の目標・テーマにおいて授業実践を行った。  
 小学校 5 年生（学部生 3 名）に対しては，日本の東京・大阪・名古屋の文化の説明を
行い，グループアクティビティを中心とした授業実践を行った（図 4）。  
 
図 4. 小学校 5 年生における授業風景 
また，同小学校 6 年生における授業（大学院生 1 名，学部生 2 名）では，沖縄と北海
　 た，同小学校５年生における授業（大学院生１名，
学部生２名）では，「①本時前よりも日本について深く
考え，知ろうとする。②学んだことを実生活に活かそう
とする姿勢を育む」という のもと 「日本の新たな
一面を知ろう！―「沖縄」と「北海道」に注目して―」
というテーマで授業実践を行った。北海道と沖縄の住居
のつくりに着目し，気温や降水量などの気候を示すグラ
フを台湾のものと比較して提示しながら，それぞれの住
居のエ夫を紹介した。その後，アクティビティとしてか
るたゲームを行った（付録２)。児童たちは，授業者に
よる英語での日本文化の説明を集中して聞き，その説明
に合う絵札を取った。
　第２回目の授業実践として，３月15日㈭午後に台北市
中山区濱江国民小学校において５，６年生を対象に，上
記と同様の目標・テーマで授業実践を行った。
　５年生（学部生３年）に対しては，日本の東京・大阪・
名古屋の食文化の実践教育を行った（図４）１回目の授
業で，日本語の発音が上手く伝わらなかったことを踏ま
え，２回目の授業では，児童が発音しやすいように注音
（日本語のひらがなに相当する表記）を示す工夫を取り
入れた。児童たちも注音を見て上手く発音することがで
きた。
図3.　授業実践の様子（5年生）
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 小学校 5 年生（学部生 3 名）に対しては，日本の東京・大阪・名古屋の文化の説明を
行い，グループアクティビティを中心とした授業実践を行った（図 4）。  
 
図 4. 小学校 5 年生における授業風景 
また，同小学校 6 年生における授業（大学院生 1 名，学部生 2 名）では，沖縄と北海
また，同小学校６年生における授業（大学院生１名，
学部生２名）では，沖縄と北海道の気候の違いに関する
授業を行った（図5）。沖縄と北海道の住居の特徴を示す
写真を提示し，なぜそのような工夫がされているのかを，
気候の特徴と照らし合わせて児童に問いかけ，インタラ
クションをしながら説明をした。かるたゲームでは，難
しい内容のものはキーワードを繰り返し，児童が楽しみ
ながら活動できる工夫をした。
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ビティを中心とした授業実践を行った（付録 1）。  
 
図 2. 授業実践の様子（2 年生）  
 また，同小学校 5 年生における授業（大学院生 1 名，学部生 2 名）では，「①本時前
よりも日本について深く考え，知ろうとする。②学んだことを実生活に活かそうとする
姿勢を育む」という目標の下，「日本の新たな一面を知ろう！―「沖縄」と「北海道」に
注目して―」というテーマで授業実践を行った。日本に関するクイズ形式の導入後，日
本の北海道と沖縄の説明，アクティビティとしてカルタゲームを行った（付録 2）。  
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道の気候の違いに関する説明を通して，アクティビティとしてのカルタの実践を行った
（図 5）。  
 
図 5. 小学校 6 年生における授業風景 
 
4. 調査 
これまでも本プログラムに参加した学生に対しインタビュー調査を行っている。インタビューでは，
1) プログラムを通して学んだことや成長したこと，2) プログラムがその後の学生生活や進路選択
にどのように活かされるかについて質問した。1) に関しては，英語でのコミュニケーションについ
て多くを学んだという回答が多く，次に日本と海外の文化や教育の違いについて学ぶことができた
という答えがあ た。2) に関しては，今までの学生生活であまり触れることのなかった海外の文化
について興味・関心を持つようになったという回答があった。その他にも海外での実習経験を経て
教職に就くということを再度考えるようになったという声が聞かれた。本事業が目的として掲げる「国
際的な視野に立った教員及び専門職の養成」を推進するということに対し，一定の効果をあげてい
るのではないかと考える。 
本稿では，２０１７年度の台北市における海外教育実習に参加した学生 5 名を対象に，アンケー
ト調査を実施した。その内 4 名の回答を分析した結果を報告する。アンケートの内容は，1) なぜこ
の実習に参加しようと思ったか，2) この実習を通して学んだことや成長したことは何か，3) この実
習がその後の学生生活や進路選択にどのように活かされているか，4) この実習をより良いものに
するにはどうすればよいか，5) 後輩にこの実習をすすめるとしたら，どのようなことをすすめるかに
ついて自由に記述するものであった。アンケートと同時に研究承諾書を参加者にメールで送付し，
承諾を得た上で調査・分析を行った。 
アンケートにおける質問 1)～3)及び 5) の回答を，Applied Thematic Analysis (Guest, 
MacQueen, & Namey, 2012) を用いて分析した結果，表 2 のようなテーマが見られた。 
 
表 2. アンケート質問 1)～3), 5) におけるテーマ 
質問内容 テーマ サブテーマ 
1) 参加理由 1.1 台湾の英語教育を知るため 
1.2 授業実践力を高めるため 
1.1.1 英語村 
1.2.1 授業運営 
1.2.2 授業づくり 
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4.調査
　これまでも本プログラムに参加した学生に対して，イ
ンタビュー調査を行っている。インタビューでは，1プ
ログラムを通して学んだことや成長したこと，2プログ
ラムがその後の学生生活や進路選択にどのように活かさ
れるかについて質問した。1に関しては，英語でのコミュ
ニケーションについて多くを学んだという回答が多く，
次に日本と海外の文化や教育の違いについて学ぶことが
できたという答えがあった。2に関しては，今までの学
生生活であまり触れることのなかった海外の文化につい
て興味・関心を持つようになったという回答があった。
その他にも海外での実習経験を経て教職に就くというこ
とを再度考えるようになったという声が聞かれた。本事
業が目的として掲げる「国際的な視野に立った教員及び
専門職の養成」を推進するということに対し，一定の効
果をあげているのではないかと考える。
　本稿では，2017年度の台北市における海外教育実習に
参加した学生５名を対象に，アンケート調査を実施した。
その内４名（現小学校教員１名，中学・高校教員３名）
の回答を分析した結果を報告する。アンケートの内容は，
1なぜこの実習に参加しようと思ったか，2この実習を
通して学んだことや成長したことは何か，3この実習が
その後の学生生活や進路選択にどのように活かされてい
るか，4この実習をより良いものにするにはどうすれば
よいか，5後輩にこの実習をすすめるとしたら，どのよ
うなことをすすめるか，について自由に記述するもので
あった。アンケートと同時に研究承諾書を参加者にメー
ルで送付し，承諾を得た上で調査・分析を行った。
アンケートにおける質問1～3及び5の回答を，
Applied Thematic Analysis (Guest, MacQueen, & 
Namey, 2012) を用いて分析した結果，表２のようなテー
マが見られた。
海外教育実習に参加しようと思った理由として，台
湾と日本の英語教育の違いを知りたいから（テーマ1.1）
というものと，自らの授業実践力を確かめ，高めたいか
ら（テーマ1.2）ということが挙げられていた。台湾と
日本の違いでは，特に，当時日本にはなかった英語村を
訪れてみたいということが述べられていた。また，日本
語が使えない環境で英語を指導することを経験し，オー
ルイングリッシュでの指導に自信をつけたいというもの
もあった（テーマ1.2.3）。
質問内容 テーマ サブテーマ
1参加理由 1.1 台湾の英語教育を知るため
1.2 授業実践力を高めるため
1.1.1 英語村
1.2.1 授業運営
1.2.2 授業づくり
1.2.3 英語力
2学んだこと 2.1 台湾の英語教育
2.2 授業実践
2.1.1 教員の英語力
2.1.2 地域差
2.2.1 環境づくり
2.2.2 オールイングリッシュへの自信
2.2.3 生徒との関わり
2.2.4 協調性・役割分担
3その後の影響 3. 授業実践での活用 3.1 コミュニケーションの楽しさ
3.2 なるべく英語で指導
3.3 ICT活用
表2.　アンケート質問1～3,5におけるテーマ
　次に，海外教育実習で学んだこと，成長したこととし
ては，台湾の英語教育に関する学び（テーマ2.1）と参
加者自身の授業実践に関する学び（テーマ2.2）であった。
台湾の英語教育に関してあげられていたのは，台湾の教
員の英語力の高さ（テーマ2.1.1）と英語教育の地域差（テー
マ2.1.2）が挙げられていた。また，英語村の視察から，
参加者自身が授業実践をする際に「英語使用の必要性が
ある場面設定」をすることが重要であることへの気づき
があった（テーマ2.2.1）。実際に授業をした経験から，
授業実践への不安が軽減し，オールイングリッシュでの
指導に自信をもてたこと（テーマ2.2.2），生徒とのコミュ
ニケーションの大切さへの気づき（テーマ2.2.3），ティー
ムティーチングで行う際の協調性や役割分担の大切さへ
の気づき（テーマ2.2.4）も見られた。
　本実習の後，参加者は全員教職に就いているが，海外
教育実習での経験を授業実践に活かしていることが明ら
かになった。英語圏以外でも英語を使ってコミュニケー
ションが取れたという経験から，「コミュニケーション
の楽しさを知ってもらいたい」（テーマ3.1）と思い，英
語教員になろうという気持ちが強くなったという参加者
もいた。日本語の通じない環境で，英語あるいは中国語
で指導をする経験から，「現在何も臆することなく英語
をなるべく多く使って，指導を実践」している（テーマ
3.2）と回答した参加者もいた。また，ICT環境の充実
している台湾の英語教育を知り，ICT活用に深く携わり
たい（テーマ3.3）と感じた参加者もいた。
　アンケートの質問4は，今後の海外教育実習への意見
であるため，質問1～3と分けて分析を行った。現れた
テーマは表３の通りである。
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テーマ サブテーマ
A 事前学習
B 事前準備
C 授業実践・事後学習
A1 教育課程
A2 授業づくり
B1 模擬授業
C1 授業のふりかえり
表3.　アンケート質問4におけるテーマ
　視察に行く前に，事前学習として台湾の教育課程や英
語教育の現状を調べて学習しておくこと（テーマA1）で，
実際に視察をしたときに学びが深まることが述べられて
いた。また，実際に授業案を作り，実践を行うため，授
業づくりに関する知識を身につけておく必要（テーマ
A2）も述べられていた。日本で行う教育実習とは違い
海外教育実習では，授業実践を行う機会が多く取れない
ため，行く前の段階で，お互いの模擬授業を見る機会を
設けるとより良い実習になるのではないかという意見が
あった（テーマB1）。さらに，授業実践に関連したもの
として，海外教育実習期間中にも，授業後の振り返りを
行うが，その際や帰国後の振り返りも含め，後で自分た
ちの授業を見ることができるようにビデオで録画してお
き，それを見られるようにしておく（テーマC1）と授
業改善に役に立つという意見もあった。
5.まとめ
　本プログラムは，訪問先の小学校及び中学校での授業
観察と，英語や中国語を媒介言語とした授業実践を行う
ものである。また，異文化交流や授業実践，討論等で気
づいたことをまとめ，ティーチング・ジャーナルを作成
している。さらには報告書を作成し，プログラムで経験
したことの振り返りを行うよう指導している。報告会を
行い，プログラムの継続的な実施を計画している。参加
した学生に対しのインタビュー調査からも，「異文化理
解能力や英語でのコミュニケーション能力を備えた教員
の養成」に対し，効果をあげていることが想定される。
また特に日本文化を紹介するという面に対し海外の学校
からは非常に要望が強く，本プログラムが日本文化の発
信という役割を果たしていると言える。これらの成果は，
すでに学会や学会誌で報告されている（e.g. Honda, 
Aoyama, Tadokoro, & Kida, 2017; Honda, Takeuchi, & 
Matsumiya, 2017; 本田・山本, 2013）。さらにはコンソー
シムに所属する大学間で，資質能力やプログラムについ
ての建設的な議論を進めている。1他大学の事例（イン
ターンシップや主免＋α実習等）を参照し，2教育実習
ルーブリックや分離分割方式等を検討し，3支援体制や
評価規準を整えることによって，プログラムの発展及び
改善を目指すとともに，学生のプログラムに関する縦断
的調査を今後も実施したい。研究過程で，台湾の研究者
ならびに教育者と共同研究を実施し，研究協力を継続し
ていくことで合意を得ている。当該諸国の教育事情に詳
しい有識者から知見を得て，本プログラムの開発と改訂
を推進するとともに，東アジア教員養成国際コンソーシ
ムにて本プログラムの進捗状況を報告し，専門職基準を
模索したい。
教員の資質能力は，教科の指導力のみを指すのでは
なく，コミュニケーション能力や思考力，判断力，問題
解決能力等を含めた総合的な力量にあると言える。この
力は，教職生活全体を通して向上をはかる必要がある。
この力は，大学ではいわば全学年を通じた「学びの軌跡」
として位置づけられるものである（文部科学省，2014）。
千葉大学教育学部でも，４年間の積み上げ型教育実習か
ら学校インターンシップへの移行に伴う活動の整理と再
編成の議論を進めているが，海外教育実習についてのカ
リキュラム上の位置づけはまだなされていない。今後は，
海外での教育実習を通して，教育実践力向上のための質
的保証を踏まえたインターンシップの可能性を議論する
とともに，海外での教育実習を教員養成プログラムに位
置づけることによって，学生にとって必要とされる異文
化能力や英語でのコミュニケーション能力を育む教職課
程のカリキュラム・デザインを検討したい。本稿で提示
した「学生交流及び学術教育交流事業」が，そのための
一助となれば幸いである。
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付録１：海外教育実習学習指導案（略案）
授業日：2018年3月12日㈫・15日㈭
指導者：千葉大学教育学部：××××，××××，××××
時
配 児童の活動
指導の方法
期待される児童の変化 使用物
××班 ××班 ××班
2 挨拶をする。 ○率先して元気よく挨拶をしていく。 ○元気に挨拶できる。アイ
スブレーキングが起こる。
9 東京と大阪と名古屋
の文化説明を聞く。
PowerPointなどを
使用し，東京の文 
化説明をする（す
し，そば）。
PowerPointなどを
使用し，大阪の文
化説明をする（た
こやき，お好み焼
き）。
PowerPointなど
を使用し，名古屋
の文化説明をする
（ひつまぶし，み
そかつ）。
○日本に対して，漠然と存
在する文化イメージを細分
化し，紹介された文化に対
して興味を持つ。
PPT
3 グループ分けされ，
アクティビ ティ（日
本食を売買する活動）
の説明を聞く。
○グループを3つに分ける（地域ごとのグループ。さらに
そのグループ内で「先に客になる組」と「後に客になる組」
に分かれる）。
○ワークシート（WS1）を配布する。
○何をしたらよいのかとい
う目的が明確になる。
WS1
5 日本食を売買する
活動・ターン1
○主に東京グルー
プと客グループの
やり取りの支援を
する。
○主に大阪グルー
プと客グループの
やり取りの支援を
する。
主に名古屋グルー
プと客グループの
やり取りの支援を
する。
○日本食を売ったり 買っ
たりしながら，日本文化に
興味を持つ。
WS1
Card
5 日本食を売買する
活動・ターン2
○主に東京グルー
プと客グループの
やり取りの支援を
する。
○主に大阪グルー
プと客グループの
やり取りの支援を
する。
主に名古屋グルー
プと客グループの
やり取りの支援を
する。
○日本食を売ったり 買っ
たりしながら，日本文化に
興味を持つ。
WS1
Card
2 グループをさらに細
分化され，アクティ
ビティ（自国の料理
を教師に紹介する活
動）の説明を聞き，
ワークシートを受け
取る。
○グループ分けをする。
○ワークシート（WS2）を配布する。
○教師が1人ずつ，「この料理を食べたい」と思ったグルー
プに賞を与えることをあらかじめ知らせておく。
WS2
15 グループごとに台湾
料理の紹介を考える。
その後，グループご
とに台湾料理の紹介
をする。
○各グループの支援をする。
○児童（生徒）の紹介を聞く。
○自国の文化を伝えようと
努力する。
WS2
3 紹介について称賛さ
れる。
○××賞をきめる。 ○××賞をきめる。 ○××賞を決める。 ○伝えたことに対して達成
感を得る。
1 終わりの挨拶をする。○今日の活動を称賛する。 ○元気に挨拶することがで
きる。
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付録２:2017年度台北海外教育実習指導案
授業日：2018年3月12日㈫・15日㈭
指導者：千葉大学教育学部：××××，××××，大学院教育学研究科：××××
1. 指導テーマ　 日本の新たな一面を知ろう！―「沖縄」と「北海道」に注目して―
2.  本時の目標
　⑴ 本時前よりも日本について深く考え，知ろうとする。(2) 学んだことを実生活に活かそうとする姿勢を育む。
3. 指導内容
時間
（40-45m）
学習内容 児童の活動 教師の活動 留意点
5m あいさつ
（自己紹介）
英語であいさつを返す。 英語で生徒にあ
いさつと自己紹
介を行う。
☆ 話 す ス ピ
ードに注意
△パワポ
5-7m 日本について
導入
クイズに答えながら，日本
（文化や地理等）について
考え学ぶ。
英語で日本につ
いて紹介する。
☆時間管理
△実物教材
10-13m 沖縄と北海道
の特徴の説明
沖縄と北海道について知
り，それぞれの気候に合っ
た住まいの特徴について
考える。
英語で沖縄と北
海道について紹
介する。
15m 活動
(カルタ)
カルタという日本の遊びを
通して，これまで学んでき
た日本やその地域の特徴を
振り返る。
カルタの遊び方
を英語で説明す
る。
☆机間指導
※ 日 本 の 遊
びを通して，
こ れ ま で の
学習の復習
5m まとめ 本時の振り返りを行う。 本時の振り返り
を行う。
4.　指導観
　台湾は日本と物理的な距離も近く，日本についてよく知っている人も多い。しかしながら，「日本」と聞くと「東京」
のイメージが強すぎて，ほかの地域に関しての知識が全くない人がほとんどだと予想できる。そのため，本時では「東
京」ではなく「沖縄」と「北海道」に注目することで，同じ国の中でも気候や文化に違いがあり，それらに応じて人々
の暮らしも異なるということを学び，日本についてのより深く理解する機会を与える。
千葉大学と台北教育大学との学生交流及び学術教育交流事業
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